IPネットワークにおける先進的な品質制御のための高速フロー・パケット識別技術に関する研究 by 秦, 剛
 － 324 －
 
氏 名 秦   剛  
学 位 の 種 類 博   士（工  学） 
学 位 記 番 号 第 5201 号 
学位授与年月日 平成 20年３月 24日 
学位授与の要件 学位規則第４条第２項 
学 位 論 文 名 Studies on High-Speed Flow/Packet Classification Technologies for Advanced 
Quality Control on IP Networks 
(IPネットワークにおける先進的な品質制御のための高速フロー・パケット
識別技術に関する研究) 
論文審査委員 主 査 教 授 岡   育 生   副 査 教 授 辰 巳 昭 治 
副 査 教 授 原   晋 介   副 査 准教授 阿 多 信 吾 



























 － 325 －
 最後に、第５章で以上の研究成果を結論としてまとめ、総括している。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 インターネット上で多様なアプリケーションの効果的な品質制御を実現するには、ルータにおいてフロー識
別をより高速化させる必要がある。本論文は、ルータにおけるフロー識別の高速化のためのアルゴリズムを提
案し、シミュレーションによる性能評価によりその有効性を示している。また、セッション単位のトラヒック
制御を実現するための新しいセッション識別・制御アルゴリズムを提案し、それらの評価を行っている。 
 第１章では、本研究の背景および研究目的と概要について述べている。 
 第２章では、本研究で対象とする高速ルータにおけるフロー識別技術に関する概要、ならびに関連する研究
動向について述べ、当該研究分野における問題点を明らかにしている。 
 第３章では、エッジルータにおけるより高速なフロー識別アルゴリズムの提案を行っている。提案方式はIP
アドレスの任意のビット位置を組み合わせたインデックスによる識別子の分割を用いることでフロー識別を効
率的に行うことを可能としている。また、ビット位置の決定を動的に行うビット選択アルゴリズムを提案して
いる。これらの方式のシミュレーションによる性能評価により、先頭ビットからの探索と比較して約３倍の高
速化を実現できていることを明らかにしている、 
 第４章では、高速・軽量なセッション単位の品質制御を実現する手法を提案している。特に、ISP（Internet 
Service Provider）の保有する現存設備を可能な限り利用し、ルータに対して機能の追加や機器の更新を極力
行うことなく、軽微な修正で実現することに重点を置いている。提案手法では、ISPプロキシと連携し、エッジ
ルータでACL（Access Control List）を格納する識別子テーブルにセッション情報を追加することで、高速な
セッション管理を実現している。シミュレーションによる性能評価を行い、従来方式より３～８倍の高速化を
実現できることを明らかにしている。 
 最後に、第５章で以上の研究成果を結論としてまとめ、総括している。 
 以上のように、本論文は、インターネットの高速化に必要なフロー識別に関して実用的で有用な多くの知見
を得ている。従って、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
